
社協だよりは、皆様からお寄せ頂いた社協会費・寄附金の一部を使って発行しています。

社会福祉法人  美作市社会福祉協議会

NO.

52
平成24年11月号

平成24年（2012年）10月20日
〒709-4234 美作市江見２８０
TEL .０８６８-７５-２６２２
FAX.０８６８-７５-７０８１

みんなで支え みんなで築く
福祉のまち美作い!はい!

ふれあいネットワークふれあいネットワーク

◀長寿を願い弁当づくり
　

９
月
11
日
㈫
、
神
田
地
区
（
英
田
地
域
）
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
、
神
田
あ
す
な
ろ
会
々
員
に
よ
る
地

区
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
75
歳
以
上
の

28
名
の
方
々
が
食
事
会
を
し
て
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
に
来
ら
れ
て
い
な
い
方
々
に
は
お
弁
当
を

配
っ
て
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

神
田
あ
す
な
ろ
会
は
、
平
成
18
年
に
発
足
し
、
高
齢

者
の
ひ
き
こ
も
り
予
防
や
生
き
が
い
作
り
に
頑
張
っ

て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
月
に
社
会
福
祉
協
議
会
の

囲
碁
ボ
ー
ル
を
借
り
て
楽
し
ま
れ
た
と
こ
ろ
、
会
員
の

皆
さ
ん
が
熱
中
し
て
し
ま
い
、
地
区
で
囲
碁
ボ
ー
ル
を

購
入
さ
れ
ま
し
た
。
夏
休
み
に
は
小
学
生
を
相
手
に
シ

ル
バ
ー
パ
ワ
ー
が
炸
裂
し
ま
し
た
。「
こ
こ
を
狙
え
」

「
あ
り
ゃ
、
お
え
ん
が
ぁ
」
と
大
き
な
声
援
で

毎
週
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

料
理
教
室
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中

心
と
な
っ
て
作
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
が

せ
ま
く
感
じ
る
ほ
ど
、
毎
回
多

く
の
参
加
者
が
あ
り
、
み
ん
な

で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
体
を
動

か
し
た
後
の
食
事
は
お
い
し
い
と

好
評
と
の
こ
と
で
す
。

囲
碁
ボ
ー
ル
に
熱
中
‼

「
や
っ
た
、う
め
え
ぞ
」
の
歓
声
が
響
く
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い!はい!

　

各
地
域
の
協
議
で
は
、
食
材
費
等
の
助
成
で
65

歳
未
満
の
参
加
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
扱
い
、

世
代
交
流
事
業
の
継
続
等
に
つ
い
て
課
題
や
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
や
要
望
に
対
し
、
専
門
委
員

会
と
事
務
局
が
協
議
し
た
結
果
、
そ
の
補
完
事
業

と
し
て
「
地
区
社
協
活
動
促
進
メ
ニ
ュ
ー
事
業
」

を
新
設
し
、
ま
た
、「
サ
ロ
ン
活
動
助
成
金
事
業
」

を
改
正
し
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
従
来
の
自
治
会
の
行
事

や
三
世
代
交
流
事
業
は
食
材
費
及
び
助
成
金
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
定
義
や
事
業
は
次

の
と
お
り
で
す
。

地
区
社
協
事
業
専
門
委
員
会
で
サ
ロ
ン
の
定
義
や

　

地
区
社
協
メ
ニ
ュ
ー
事
業
を
決
定  

平
成
25
年
度
か
ら
実
施

地
区
社
協
事
業
専
門
委
員
会
で
サ
ロ
ン
の
定
義
や

　

地
区
社
協
メ
ニ
ュ
ー
事
業
を
決
定  

平
成
25
年
度
か
ら
実
施

　

地
区
社
協
事
業
専
門
委
員
会（
船
曳
隆
司
委
員
長
）

は
、
市
社
協
が
提
案
し
た
「
サ
ロ
ン
の
定
義
」
等
を

受
け
、
各
地
域
で
関
係
者
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
９

月
20
日
㈭
、
第
２
回
専
門
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
サ
ロ
ン
や
地
区
社
協
活
動
の
運
営
に

つ
い
て
市
社
協
か
ら
の
提
案
を
原
案
ど
お
り
決
定
し
、

更
に
そ
の
補
完
事
業
と
し
て
新
た
に
３
つ
の
メ
ニ
ュ

ー
事
業
や
サ
ロ
ン
活
動
助
成
金
事
業
に
つ
い
て
も
実

施
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

①サロン活動は、主に高齢者を対象とした福祉的な活動を行う集いで原則として大字また
は小字などに１カ所設置されている集会所やコミュニティハウス等の屋内において、５
人以上で行う活動です。
②「趣味の会」や「介護予防体操」のグループは、既存の「ふれあい・いきいきサロン」
に働きかけて、一緒に活動ができるよう市社協が支援・指導します。「趣味の会」や「介
護予防体操」のグループしかない地区は、そのグループをサロンと見なし、「ふれあい・
いきいきサロン」に移行できるよう市社協が支援・指導します。
③市社協がサロンに助成する食材費と活動助成金の対象者は、65歳以上の登録者とします。
④４月１日を基準日として毎年住民グループ登録申請書にサロン活動参加者名簿の提出を
していただきます。

◆サロンの定義

１．「元気はつらつ高齢者ミニデイ事業」
　従来の「高齢者ミニデイ事業」に、地区社協主催のスポーツ大会やミニ敬老会も当該事
業に加え、会場の提供・送迎バスの配車・運転手、体操指導員等の人的派遣を行います。
（１地区社協　年間６回限り）
２．私が先生　地域文化伝承事業
　地区社協が小中学校と協働し、地域の文化伝承（田植え・稲刈り・しめ縄づくり・昔遊び等）
を通じて世代間交流を図る活動を、年３回以上実施する地区社協に対して、年間３万円を
上限に助成を行います。
３．「サロン」の新規立ち上げ推進事業
　サロンが設置できていない地区に、地区社協がサロンを立ち上げる取り組みに対して年
間３万円を上限に助成を行います。（助成期間は１年限り）

◆地区社協活動促進メニュー事業

　年間６回以上開催する
サロンに対し、登録人数
に応じた定額制でサロン
運営活動の助成を行いま
す。

◆サロン活動助成金

10人以下
30人以下
60人以下
61人以上

サロン登録人数
5,000円
10,000円
15,000円
20,000円

年間助成金

第2回専門委員会で事業を決定
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い!はい!

お 知 ら せ

　江見東部地区社協では、役員の中か
ら編集委員を募り、毎年社協だよりを
発行しています。
　毎回発行時に考えていることは、文
章だけでなく、挿し絵や写真などを織
り交ぜながら紙面を埋めること、わか
りやすい表現にすることだと編集委員
さんからの話がありました。

　美作市社会福祉協議会では、身近な情報発信の役目を果たしている広報紙の作成講座を下記の
日程で開講します。各地区社協での出来事やお知らせ等、地域の方への情報として伝える広報紙
づくりの受講生を募集しています。

身近な新聞づくりにチャレンジしてみませんか!

地区社協広報紙作成講座の受講生募集

日　　時　　平成25年２月６日㈬
　　　　　　午後１時30分から
会　　場　　湯郷地域交流センター（美作市湯郷826-2）
講　　師　　山陽新聞読者局　職員
対 象 者　　地区社協関係者等
参 加 費　　無料
持 参 品　　筆記用具・ハサミ・のり
定　　員　　５０名
申　　込　　１月18日㈮までに美作市社会福祉協議会　本所または各支所へ申し込みください。
　　　　　　なお、定員になりしだい締め切らせていただきます。
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作
東
支
所

美
作
支
所

いはい!

　

９
月
27
日
㈭
、
美
作
野
球
場

に
お
い
て
、
美
作
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
美
作
支
部
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交

流
会
は
、
10
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
第
３
回
美
作
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
の
予
選
を
兼
ね
て
お
り
、

総
勢
70
名
の
方
が
各
地
区
か
ら

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
、
和
気
藹
々
と

楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
も
、
上

位
20
名
に
与
え
ら
れ
る
大
会
へ

の
出
場
権
を
賭
け
て
熱
い
試
合

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
㈫
、
作
東
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会 

土
居
支
部
（
栗
林
つ
る
子
支
部
長
）

が
、
赤
磐
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

元
気
交
流
ク

ラ
ブ
「
た
け
の
こ
の
家
」
で
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
た
け
の
こ
の
家
」
は
高
齢
者
と
親
子

（
幼
稚
園
入
園
前
の
子
供
と
そ
の
お
母
さ
ん
）

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
子

供
、
母
親
、
高
齢
者
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
世
代
間
交
流
を
図
る
「
統
合
ケ
ア
」
を

実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
た
け
の
こ
の
家
」
が
あ
る
赤
磐
市
桜
ケ

丘
東
地
区
は
、
人
口
１
万
６
千
人
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
ほ
と
ん

ど
な
い
方
が
多
い
地
域
で
す
。「
こ
こ
に
来

れ
ば
、
お
年
寄
り
の
方
た
ち
か
ら
子
育
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
る
」
と
、
子
育
て
に

悩
む
若
い
母
親
た
ち
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

と
こ
ろ
と
し
て
、「
た
け
の
こ
の
家
」
は
地

域
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
先
進

的
な
取
り
組
み
を
視
察
す
る
こ
と
で
、
大
き

な
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
１
日
と
な
り

ま
し
た
。

美
作
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
美
作
支
部

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会

説明を真剣に聞くボランティアのみなさんみんなに見守られ・・・「元気に育ってね！」

﹁
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
一
つ
の
家
族
と
し
て
﹂

〜
統
合
ケ
ア
の
取
り
組
み
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
視
察
〜

グラウンドゴルフ交流会開会式
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いはい!

英
田
支
所

　

９
月
21
日
㈮
、英
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で「
子
育
て
サ
ロ
ン
つ
く
し
ん
ぼ
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、市
消
防
署
職
員
を
講
師
に
子
供
の
救
急
法
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。幼
児
の
誤
飲
な
ど
の
事
故
が
起
き
た
時
は
、そ
ば
に
い
る
人
が
で
き
る
救

護
を
行
う
こ
と
で
子
供
の
命
が
守
れ
る
こ
と
や
、人
形
を
使
用
し
て
の
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
で
は
、若
い
お
母
さ
ん
方
は
真
剣
な
表
情
で
実
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
愛
育
委
員
の
方
々
に
子
守
り
を
し
て
も
ら
い
、お
母

さ
ん
方
は
、救
急
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。研
修
の
後
、お
母
さ
ん
や
子
供
た
ち
は
、

栄
養
委
員
の
方
々
の「
手
作
り
の
お
や
つ
」を
食
べ
な
が
ら
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。「
子
育
て
サ
ロ
ン
つ
く
し
ん
ぼ
」は
、毎
月
第
１
と
第
３
金
曜
日
に
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

消防職員から誤飲対処法の説明

人形を使って熱心に実習するお母さん方

子
育
て
サ
ロ
ン
﹁
つ
く
し
ん
ぼ
﹂
開
催

ス
ト
ッ
プ
!!　

子
供
の
誤
飲
事
故

社協だより 広告募集のご案内
　美作市社会福祉協議会では、広報紙の紙面に民間企業等の有料広告を掲載し、広報紙の発行の財源確
保に努めています。社協では、以下の内容で広告を募集しています。皆様のご協力をお願いいたします。

［募集内容］

［申　込］ １．掲載希望月の前月20日までに美作市社会福祉協議会各支所に備え付けの申請書に必要事項を
記入の上、広告原稿がすでにある場合は広告原稿（データ）を、また、広告原稿がない場合に
は、広告イメージを記載したもの及びその内容を説明したものを添えてお申し込みください。

２．審査後、広告掲載の可否について通知を送付します。掲載決定通知が届いた方は、指定の期
日までに掲載料を納入してください。期日までに納入がない場合は掲載できませんのでご注
意ください。

〈お問い合わせ先〉　美作市社会福祉協議会　総務課まで　☎0868-75-2622

１枠　７４mm×８７mm　　２枠　７４mm×１７４mm

社協だより「はい! 社協です!」
Ａ４版、２色刷り、８ページ
13,500部
毎月20日発行

４枠以内（１企業２枠まで）
１枠　１月10,000円　　２枠　１月20,000円
（ただし、社協会費特別会員10％減額）

表紙・裏表紙以外の下段 

掲載希望月の前月20日まで
発行形態

種　　類
規　　格
発行部数

広報紙の仕様

募 集 期 間

広 告 規 格

掲 載 場 所

掲 載 料

掲 載 枠 数
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い!はい!

美作市明見137番地
（docomo前）サロンぺぺ

施設・自宅（ご来店困難なご老人等対象）訪問いたし
ます。また、交通不便な地域の方等の送迎サービス
（2名様以上ご利用の場合割引有）もいたします。

☎0868-72-9800
70800-200-9811

カット（顔そり・シャンプー）  大人 2,300円
65歳以上（シルバー割引）    2,000円
ファミリー割引は2名で300円、3名で500円を
総額から割引きいたします。

お問い合わせ

ご予約（フリーダイヤル）

（リバーサイド湯郷）

ご予算・ご要望など、
ご相談に応じますので
お気軽にお申し付けください。

「わたしの生き方ノート」を書きませんか。

～エンディングノートの紹介～

美作市社会福祉協議会各支所で取り扱っていますのでお問い合わせください。

価　　格 大 き さ

内　　容

購入方法

１冊　２００円（税込） A４版　１０ページ

●わたしと家族のこと（氏名・生年月日・両親・兄弟姉妹・配偶者・こどものことなど）
●わたしが信頼する人たち
●わたしの生き方（卒業した学校・仕事・食べ物・大切にしていること・心に残る思い出など）
●生前のわたしの希望（医療・介護・財産など）
●死後の希望（葬儀・財産など）
●感謝のメッセージ（家族・親族・友人・知人へ）
●思い出のアルバム他

　「わたしの生き方ノート」とは、あなたの人生を振り

返って、最期を迎える時まで自分で決め、こうしてほし

いという希望や伝えておきたいことを記入しておき、大

切な人にあなたの気持ちを届けるノートのことです。

　言いたいけれど言えないこと、伝えておきたいことや

大切なことを、自分の人生を振り返りつつ書き込んでい

くことは、あなたの生き方の記録にもなります。

　遺言書と違って法的な拘束力はありませんが、本人の

遺志を明確に伝えるという点で効力を発揮します。

　社会福祉協議会では「わたしの生き方ノート」を希望

者の方へ実費でお分けしています。

●一品料理

　  300円より

●板さんおまかせ料理

　 2,000円より（要予約）

リバーサイド湯郷すぐ隣リバーサイド湯郷すぐ隣

一品料理『里』『『里』
TEL  (0868)72-2222TEL  (0868)72-2222

72-003272-0032
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いはい!

〒707‒0413　美作市中町140-3
TEL（0868）7 8 - 3 6 8 7
FAX（0868）7 8 - 0 0 6 1

車のことなら何でもおまかせ下さい！
各種自動車販売・車検・板金塗装

中国運輸局長認証工場

サカイ自動車

サラダ館のお歳暮
早期予約がゼッタイお得!
全国宅配無料で最大33%OFF
本日より12月2日㈰まで

サラダ館 美作店
☎0868-72-4435

FAX.0868-72-4452
〒707-0004　美作市入田206-1
営業時間／AM10：00～PM6：00

〶美作
郵便局

サラダ館
美作店
サラダ館
美作店

至津山・
美作インター

中国銀行

パティオ
221
パティオ
221

至岡山・湯郷

梶
並
川

　

９
月
３
日
㈪
、
小

原
公
会
堂
に
福
祉
関

係
に
携
わ
る
地
区
役

員
や
民
生
・
児
童
、

愛
育
、
栄
養
委
員
ら

が
出
席
し
、
福
本
地

区
社
協
（
小
谷
一
夫

会
長
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
社
協
か
ら
は
、

平
成
24
年
度
重
点
事

業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
「
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事

業
」、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
英
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
は
、「
み
ん
な
で
支

え
る
高
齢
者
福
祉
」
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
社
協
の
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業
」
は

地
区
社
協
の
組
織
強
化
・
充
実
を
目
標
に
掲
げ
、
地
区

の
福
祉
関
係
者
が
連
携
し
て
福
祉
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
の
思
い
で
地
域
の
絆
を
強

め
「
支
え
た
り
支
え
ら
れ
た
り
す
る
」
仕
組
を
つ
く
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

福
本
地
区
社
協

「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

事
業
」
に
取
り
組
む

福
本
地
区
社
協

「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

事
業
」
に
取
り
組
む

　

む
ぎ
の
会
作
業
所
は
、

市
内
在
住
の
身
体
障
が
い
、

知
的
障
が
い
及
び
精
神
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
を
対

象
に
、
作
業
を
通
じ
て
生

活
の
リ
ズ
ム
を
作
り
、
対

人
関
係
の
改
善
や
社
会
に

適
応
す
る
力
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
「
美
作
世

代
交
流
多
目
的
ホ
ー
ル
」

内
（
美
作
市
北
山
）
に
開

所
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
内
容
は
フ
ル
ー
ツ

キ
ャ
ッ
プ
の
梱
包
作
成
作
業
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ

ク
ル
ハ
ガ
キ
作
り
、『
み
ま
さ
か
特
産
館
』
で
利
用
す

る
包
装
用
新
聞
紙
の
作
成
作
業
な
ど
で
、
指
導
員
２
名

体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

作
業
日
は
、
週
４
回
（
火
・
水
・
木
・
金
）
の
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
分
で
通
所
す
る
こ
と
が
困
難
な
利
用
者
を
対
象
に
送

迎
を
行
っ
て
い
ま
す
。
体
験
利
用
も
で
き
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会　

美
作
支
所

　

☎
７
２-

３
６
７
７

む
ぎ
の
会
作
業
所

利
用
者
募
集
の
お
し
ら
せ

む
ぎ
の
会
作
業
所

利
用
者
募
集
の
お
し
ら
せ

話に耳を傾ける地区役員の皆さん

牛乳パックで作ったハガキなど 納品前のフルーツキャップ
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一
般
寄
付

満
中
陰
志

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

見
舞
い
返
し

真
加
部　
　

福
田　

暉
子　

様

（
亡　

千
鶴
子
）

真
加
部　
　

坂
元　

孝
道　

様

（
亡　

森
元
ナ
ミ
エ
）

長
谷
内　
　

絹
田　

俊
市　

様

（
亡　

喜
久
一
）

東
谷
上　
　

岡
田　
　

薫　

様

（
亡　

正　

吉
）

江
ノ
原　
　

安
東　

正
富　

様

（
亡　

政　

勝
）

江
ノ
原　
　

月
田　

桂
一　

様

（
亡　

と
く
よ
）

今　

岡　
　

井
並　

洋
子　

様

（
亡　

一　

也
）

下
庄
町　
　

平
尾　

章
子　

様

（
亡　

光　

）

下
庄
町　
　

千
原　

猛
宏　

様

（
亡　

松　

美
）

壬　

生　
　

山
本　
　

賢　

様

（
亡　

和　

子
）

東
吉
田　
　

春
名　

博
之　

様

（
亡　

昭　

子
）

東
吉
田　
　

谷
口　

和
子　

様

（
亡　

武　

史
）

明　

見　
　

柳
澤　

和
美　

様

（
亡　

春　

吉
）

楢
原
上　
　

内
海　

文
男　

様

（
亡　

ミ
チ
エ
）

楢
原
下　
　

水
嶋　

弘
行　

様

（
亡　

邦　

夫
）

栄　

町　
　

廣
石
満
智
子　

様

（
亡　

政　

一
）

栄　

町　
　

水
井　
　

武　

様

（
亡　

房　

子
）

山　

口　
　

山
本　

久
志　

様

（
亡　

君　

子
）

湯　

郷　
　

小
阪　

鈴
葉　

様

（
亡　

勲　

）

宮　

原　
　

江
見　

精
治　

様

（
亡　

至　

）

江　

見　
　

山
本　

憲
治　

様

（
亡　

美

代
）

江　

見　
　

野
村　

靜
男　

様

（
亡　

安　

乃
）

江　

見　
　

岸
本
一
二
三　

様

（
亡　

安　

）

土　

居　
　

河
原　

伴
明　

様

（
亡　

き
く
ゑ
）

土　

居　
　

山
本　

隆
彦　

様

（
亡　

美
智
子
）

角　

南　
　

藤
井　

正
明　

様

（
亡　

里　

志
）

国　

貞　
　

道
廣　

照
二　

様

（
亡　

和　

子
）

上　

山　
　

髙
原　

利
章　

様

（
亡　

さ

子
）

北
九
州
市　

春
名　

和
彦　

様

（
亡　

彦　

代
）

真　

殿　
　

新
免　
　

治　

様

中　

谷　
　

明
石　

延
夫　

様

稲　

穂　
　

矢
田　

春
美　

様

土　

居　
　

岩
本　

定
男　

様

田　

殿　
　

阿
部
哲
次
郎　

様

大　

原　
　

美
作
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

峠　

日
出
男　

様

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク　

様

　

厳
し
か
っ
た
今
夏
の
残
暑
も
一

雨
ご
と
に
秋
が
深
ま
り
ゆ
く
こ
の

季
節
、
大
方
の
田
ん
ぼ
で
は
収
穫

も
終
わ
り
、
閑
散
と
し
た
田
園
の

風
物
詩
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

地
区
社
協
事
業
専
門
委
員
会
は

２
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、
市

社
協
が
提
案
し
た
「
サ
ロ
ン
の
定

義
」
や
補
完
事
業
と
し
て
の
「
メ

ニ
ュ
ー
事
業
」を
審
議
・
決
定
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
運
営
は
平
成
25
年

度
か
ら
始
ま
る
が
、
事
業
現
場
の

指
導
者
等
、
関
係
者
へ
の
事
業
説

明
の
周
知
徹
底
が
重
要
で
あ
る
。

事
業
趣
旨
を
全
て
の
地
区
社
協
や

サ
ロ
ン
で
理
解
を
い
た
だ
き
、
地

域
々
で
特
徴
を
生
か
し
た
事
業
の

展
開
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

　

社
協
だ
よ
り
有
料
広
告
の
掲
載

を
始
め
て
１
年
が
経
過
し
た
。
こ

の
間
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
企
業

等
は
実
に
41
社
で
あ
る
。
今
後
も

紙
面
の
充
実
に
最
大
限
の
努
力
を

払
い
、
社
協
だ
よ
り
が
市
民
へ
の

福
祉
情
報
発
信
の
源
と
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

編
集
後
記

本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
TEL（0868）７５－２６２２　FAX（0868）７５－７０８１

大原支所
〒707-0412　美作市古町１８５０－１
TEL（0868）７８－０５０９　FAX（0868）７８－３２３０

美作支所
〒707-0014　美作市北山４０１
TEL（0868）７２－３６７７　FAX（0868）７２－３９６９

勝田支所
〒707-0201　美作市梶並７０
TEL（0868）７７－２９００　FAX（0868）７７－２９３３

東粟倉支所
〒707-0403　美作市東青野８４４－１
TEL（0868）７８－２８００　FAX（0868）７８－２９４６

英田支所
〒701-2604　美作市福本８０６－１
TEL（0868）７４－２４８８　FAX（0868）７４－３２３２

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

平
成
24
年
８
月
21
日
か
ら

平
成
24
年
９
月
20
日　

受
付
分

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︵
訂
正
と
お
詫
び
︶

　

平
成
24
年
９
月
20
日
発
行
「
社

協
だ
よ
り
51
号
」
に
以
下
の
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

８
ペ
ー
ジ
「
多
額
の
ご
芳
志
」

香
典
返
し
の
１
段
３
行
目

〔
誤
〕
東
谷
下　

西
卯　

女
子　

様

〔
正
〕
東
谷
下　

西　

卯
女
子　

様




